
各	
 位	
 

 

 

第一回：北京「老人ホームの視察と商談会」のご案内 

中国北京民政局（日本で言う厚生労働省）管轄の北京怡年老齢産業促進中心が主催 

 

 

	
 北京怡年老齢産業促進中心は、中国最大規模の福祉機器展「北京老齢産業博覧会」を主催している

中国民政局管轄の企業で、本「視察と商談会」を主催し国際福祉健康管理センターが共催します。	
 

 

	
 中国は 2013年に 60歳以上の人口が 2億人以上になりました。日本でも中国の高齢者社会問題が報

道されています通り、中国政府は高齢者福祉対策が急務であり、国内外の福祉教育機関や専門企業と

協力を進めております。日本の介護ノウハウは世界でトップクラスであり、中国でも定評があります。 

 

	
 今回は、視察と商談会をあわせて開催し、日本のすぐれた福祉機器、食品、介護ノウハウ、人材育

成（介護師の教育と研修生受入れ）などを、中国の福祉事業者に直接紹介できる商談会です。中国で

は 60 歳以上の健康な老人が暮らす施設、介護が必要な人が暮らす施設があり、どこの施設も規模が

大きく住民が多いため、ビジネスマーケットとして期待できると思います。また、日本が抱えている

介護師の不足もあわせて検討していきたいと考えます。主催者が中国民政局の関係により、各報道機

関が取材に入りますので、貴社の PRとして活用が可能と思います。我々は商談会を開催することで、

日中の経済効果を期待できると確信します。 

 
 
※（北京老齢産業博覧会）は、東京ビックサイトで開催している「国際福祉機器展」と同様、中国最大規模の福祉機器展です。	
 

 

 
 
	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 2016年 3月 1日 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 北京怡年老齢産業促進中心	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 国際福祉健康管理センター 

 

 
 
 

 



《主旨》	
 	
 中国の老齢事情を直視し、日本の福祉機器と食品、介護ノウハウを紹介する商談会 

《参加対象》老人施設の事業者、福祉機器の製造と販売企業、健康食品、介護師の教育機関、医療機 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 関、人材派遣会社など 

《主催》	
 	
 中国北京政府：北京怡年老龄产业促进中心、北京北奥会展有限公司 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 董事長	
 周明明 

《共催》	
 	
 特定非営利活動法人 国際福祉健康管理センター 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 理事長	
 舞田和憲 

《報道関係》新華社、中新社、北京日報、北京晩報、インターネットメディア、ほか 

《渡航手続》北京北奥会展有限公司 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 北京市朝陽区望京東園 523号融科望京中心 A座 1602 

《宿泊先》	
 方恒假日酒店（Holliday Inn）	
  

	
 	
 	
 	
 	
 	
 北京市朝陽区望京阜通東大街 6号院 3号楼	
 	
 +86-400-882-5398	
  

《参加費用》250,000円／1名（税別） 
	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 航空運賃(エコノミークラスを基準)、一人部屋料金、現地ガイド、専用車、３泊の宿泊料、日程表記載の食	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 事代。現地ガイドは、商談の通訳ではありません。専属に通訳が必要な場合は、お問合せください。	
 

《振込先》	
 りそな銀行	
 新宿支店	
 （普）3710159	
  

	
 	
 	
 	
 	
 	
 特定非営利活動法人	
 国際福祉健康管理センター	
  

	
  

中国に滞在中の予定： 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 老人施設を視察 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 認知症、障害者施設を視察 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 職業学校、看護学校を見学 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 実習生送り出し機関と意見交換（研修生派遣について） 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 福祉機器の製造販売企業に訪問 

	
 	
 	
 	
 	
  （老人施設の事業者、介護用品の製造会社・販売会社などと商談） 

日本企業が商談に必要となる資料： 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 企業を紹介できるビデオ、営業案内、商品カタログなど 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 老人施設の運営など説明できる資料 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 介護用品のデモンストレーションが可能な企業は準備 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 介護師の教育について意見交換ができる資料 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 研修生受入れ条件などがあれば 

	
 	
 	
 	
 	
  （上記は一例です。可能な資料をご持参ください） 

 

特定非営利活動法人 国際福祉健康管理センター 

〒160-0017東京都新宿区左門町 21-3 Email : info@whcc.jp HP : http://whcc.jp 



第一回：北京「老人ホームの視察と商談会」日程表 
	
 開催期間：2016年 6月 13日(月)〜16日(木)（3泊４日） 
	
 参加人数：10社〜 
	
 ホテル	
 ：方恒假日酒店（Holliday Inn） 

	
 	
 

※	
 羽田空港以外から出発を希望される方は、お問い合わせください。	
 

※	
 スケジュールの変更がある場合は、変更後のスケジュールを優先しますので、ご了承をお願いし
ます。	
 

	
 

	
 

日時 行動 食事 

第 1日 

6月 13日 

月曜日 

午前  東京羽田空港Q-北京 T３ 

      NH961 / 09:25〜12:20 

午後  職業訓練学校に訪問 

北京政府怡年中心でミーティング 

	
 	
 	
 歓迎晩餐会 

 

 

朝：機内食 

昼：× 

夜：◯ 

第 2日 

6月 14日 

火曜日 

午前  老人施設の視察と商談 

昼食  体験（老人ホームで食事） 

午後  老人施設の視察と商談 

医療福祉機器の製造販売企業へ、視察と商談 

（遊覧）王府井の街と天安門の夜景 

 

 

朝：◯ 

昼：◯ 

夜：◯ 

第 3日 

6月 15日 

水曜日 

午前  老人施設の視察と商談 

障害者施設視察と商談 

午後  老人施設の視察と商談 

（遊覧）北京オリンピック鳥巣スタジアム 

 

 

朝：◯ 

昼：◯ 

夜：◯ 

第 4日 

6月 16日 

木曜日 

午前  老人施設の視察と商談 

総括、交流会と商談会 

午後  チェックアウト、北京 T3Q東京羽田空港 

      NH962 / 15:35〜20:00 

 

 

朝：◯ 

昼：× 

夜：機内食 



視察先（一部紹介） 

	
 

《北京労働保障職業学院ほか、看護学校を視察》	
 

学校は海外の教育機関と合作した教育をすすめている。中国の看護学校を卒業した者は、日本の看護

学校に再入学し、国家資格を目指す人も多くいます。	
 

	
 	
 

《老人施設の視察と商談会》	
 

诚和敬长者公馆、西城区金融街老年公寓、汇晨老年公寓（望京）、幸福里-	
 老街坊老年公寓など。	
 

高級老人施設を数カ所視察します。海外と積極的に合作をしている施設や、日本の福祉機器と健康食

品、介護ノウハウを求めている施設があります。	
 

	
 	
 

	
 	
 

	
 	
 

	
 



《福祉機器の製造と販売会社、リハビリ医院へ訪問と商談》	
 

国家康复辅具研究中心は、福祉機器の製造と販売を手がけるだけでなく、介護教育や訓練を行ってい

ます。また、リハビリ医院を視察したら、日本との違いを体験できます。日本から提案、中国から研

修生の取入れなど、交流が広がると思います。	
 

	
 

参加される日本企業の要望に応え、商談会の組み立てを行う予定です。開催中は報道陣の取材を予定

していますので、中国全土に告知のチャンスがあります。	
 

	
 

観光 

《王府井大街和观赏天安门夜景》	
 

リニューアルした王府井の夜景を案内します。	
 

	
 	
 	
 

	
 

《国家体育馆（鸟巢）和水立方》	
 

北京オリンピックのメインスタジアム鳥巣とプールを見学。北京オリンピックは、北京北奥会展有限

公司が監修した事業です。 

	
  
食事 

北京香浙汇餐饮有限公司、ほか	
 

昼食は、老人ホームで食事を準備します。実際に召し上がっていただき、感想をお聞かせください。

また提案等がございましたら、お願いします。	
 

以上	
 


